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,
書

，.
塑
膽
、
形
刻
等
に
此
ら
ず
ノ
他
の
幾
多
の
货
物
ね 

'
■
^
^
も
愤
値
の
观
ー
の
源
衆
で
め
る
ド
其
勞
國
を
或 

は
增
し
成
は
減
中
る
程
度
に
於
て
の
:.
^
、
«
材S

分
量 

.

V
;

ぬ
是
灘
潇
物
の
侦
値
：じ
入
る
。
：斯
く
し
て
何
人
か
く
土 

渺
を
混
合
せ
る
黄
金
は
何
故
土
砂

:1
>
も
價
高
き
炉
ご 

:;;
-:
彼

は

-±
敲
を
纖
中
に
碰
る
K

U
半
時 

.
間
に
て
易
ク
允
れ
^
も
ゝ
黄
金
を
權
中
に
充
滿
せ
ん
ぞ 

欲
す
れ
ば
：此
土
渺
の
含
有
す
.匁
甚
だ
少
許
の
金
粒
を
敗
. 

•
 

:
:
:
:
:
:
:

雜
す
る
爲
"
幾
多
の
歲
月
を
要
す
名
*
を
須
く
記
憶
し
：
 

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
勞
働
を
测
定
す
る
に
は
三 

條
の
柱
意
を
要
す
。
勞
珊
人
員
、：

〗

勞
働
時
間
、
.及
び
各 

-

«
勞
働
乾f

賃
銀
の
異
同
是
；れ
で
ぁ
る

，
一(Ibid 

pp.
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-
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o
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输
述
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^
®
tt
0

M
つ
.て
立
つ
諸 

,'
:
原
理
を
考
察
し
來
り
て
、：
；吾
火
说
其
確
定
恒
常
普
遍
，：に 

て
且
つ
現
世
の
事
物
の
秩
序
の
土
:{
:
其
雜
礙
を
W
す

吝
«

ち
ざ
.
る
も

0
で
'?
)

る
'.

0

B
e

rto
lin

i  

は
B
 

く

：

「
Galiani 

§

學
理
的

:f
i
第
は
當
時

.一
般
R
受
容
せ 

ら
れ
れ
る

L
o
c
k
e

並

に

c
s
t
m
o
n

の
そ
れ
ど
毫
末
も 

典
通
す
る
撕
無
し
。
そ
は

J
c
v
o
n
s

並
にM

s
g
e
r

の
學 

m
を
激
想
す
し 

w
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此
主
觀
的
倾
向
顯 

.著
な
る
偾
値
槪
谂
は
備
て
透
徹
せ
る

T
u
r

/qo
t

の
见
辨 

を
狐
ギ
て
佛
蹦
西
に
轸
桢
せ
ら
れ
、

IE
系

phMsiocra

丨
 

t
e
s

必
客
勸
的
價
値
論
を
鎭
應
し
て
爾
後
の
歸
嚮
を
決 

定
す
可
き
綠
由

^
似
な
つ
允
の
で
ぁ
る
。

(

未
完)

‘‘.
「

近

世

資
本
主
義
論」

第〗

0: 

。序

文

緖

論

に

於

る

ゾ

ム

イ

.

や
決
し
：

v

赛
備
姻
者
に
あ
ら
す
、
總
て
秩
序
有
々
階
a 

あ
b

.i
a
つ
必
然
的
.な
る
を
，知
る
，。
價
値
は
龜
動
す
。

5 

れv

氣
ま
ぐ
れ
に
あ
&
中

。

其

®®)
其

物

が

猶

然

精

細 

.不
易
の
规
律
K
準
據
す
る
も
の
で
*
る
。
そ
u
ii
念
的 

で
あ
名
。
乍
併
®
入
の
®
念
邦
物
が
欲
求
を
快
樂
の
上 

H

換
言
す
れ
ば
人
間
の
內
的
心
意
;0
上

:(
:
根
據
を
有 

す
石
も
の
な
る
に
依
り
、
公
疋
ど
鞏
©
を
兼
備
す」

€ 

云
.ふ
の
で
あ
名(

Jcr
Q:
. p. 

2
9
4
V
。

,

_

吾

人

は

D
a

v
s

z
a

t
i

に
啓
示
を
享
け
た
る
證
跡
滕
然 

た

る

0
&
艮

が

毫

も

先

覺

の

聰

明

を

賞

揚

す

る

の

意 

志

無

人

^

獨
創
の
卓
見
を
頌
へ
す
し
て
其
未
熟
の

®
 

想

，
を

嗤

笑

し

、

自

ら

«

り
高
し
皮
爲
せ
る
据
*

の
態
度 

に
は
寧
ろ

®

®

を
禁
ず
る
能

a

ざ
る
も
の
あ
れ

W

も
、 

然
も
彼
れ
に
於
て
漠
然
朦
舊
介
り
し
觀
念
が
此
れ
に
於 

て
'
顯
然
明
滕
な
る
學
說
に
進
み
、
效
用

t

稀
少
性
ど
を 

摘

出

對

立

せ

し
め
て
唯
其
間
の
架
橋
連
鎖
を

後
人
の
®

k 

I 

:
に
:|
1
‘先
づ
霈
者
自
ち
0
东
す
谀
|:
眼
>
:ざ
冬
ベ
か
ら
す
o
之
が
.た
.办 

I:
餓
着
li
m
一
一
版
の
序
文
^
詾
の
槪
要
か
摘
記
し
た
i

银
‘
d

 

文
を
草
し
た
る
は
大
正
十
一
.牟
#
の
>
>ミ
な
れ
ど
1
今
或
必
架
ド
促 

が
^
れ
て
此
稿
4»
按
に
示
す
の
機
會
4>
得
ろ
こ
ミ
y
tj
;
れ3 >、

ゾ
ム
バ
ル
ト
が
序
文
の
«
«
に
於
て
云
へ
る
が
如
く 

此「

近
靡
資
本
主
義
.論」

第

.一

一

版

が

舊

版

に

對

し

全 

然
別
個
の
漸
著
な
る
と
は
內
容
目
次
を
一
見
す
る
.者
0 

明
に
！

る
.所
な
る
ベ
ぐ
其
舊
.著
ょ
り
採
れ
る
所
僅
に
‘ 

十
分
ノ

】

，
を

出

で

ず

、

而

も

N

等
の
小
部
分
.す
ら
何
全 

然
新
な
洛
M
索
解
釋
に
i
み
て
配
置
せ
ら
る
。
本
書
れ 

於
て
■1

表
題
を
承
揭
す
る
も
、
乙

は
此
書
が
任
£
し 

て
硏
究
す
る

根
本
問
題
ど
其
根
本
的
俎
想
の
系
統
^
が 

尙
、
同
一
な
る
を
示
さ
ん
/
/

」

ず
る
も
の
に
外
な
ら
ず
。

其
他
の
®
に
於
て
本
*
は
內
容
に
於
で
.全
く
新
著
な
b

,rr
问

木

ゾ
ム
*
ハ
/V
ト
が
本
#

の
策
一
：.
版
ぶ
り
十
五
中
の
後
に
第
ニ
版^

出
し 

? :
石
時
、
此
阿

#

が
如
何
^

る
相
興
‘
示
せ
る
か
か
知
ら
ん
が
た
め

第
屮
八
卷

(

一
〇
三
さ
雜
錄

,
而
し
て
ノ
本
書
第
ニ
版
が

«
版

^
:
對
し
て
示
す
相
異 

に
就
き
ヤ
將
に
左
の
諸
搞
を
列
擧
せ
り
。

.

「

近
也
資
本
主
義
論」

第
二
版
序
文
緖
諭
じ
於
け
る
ゾ
ム
パ

卜̂

笫

七

號 

一
ニ
七



第

卞

八

卷(
1

O
H八)

雜

•
錄

「

近
ff
r
資
本
主
義
論
ー
第
ニ
版
序
文
維
論

*U於

.it
る
y
ム
パ
ダ
ト

第

酿 

一
一

I

八

1
"

新

版

は

其

資

料

：の
.點

に

就

戶

著

し

く

增

大

.せ 

彡
。
舊
版
は
僅
に

鹰
史
的
發
達
の
；一：

部
を
述
ベ

し
に
過 

ぎ
ざ
^V

し
に
反
し
、
新
版
に
於
て
は
、

ョ
ー
ロ 

)

パ
各 

國
民
の
全
經
濟
的
發
達
の
叙
述
を
與
へ
ん
こ
ど
を
期
せ 

b

o
斯
く 

t
觖

途

を

太
口
-タ
ン
ゲ
ン
王
朝
時
代
に
起 

し
、
特
に
■
撕
資
本
主
義
の
時
代
即
ち
..第
十
^

十
七
、
 

十
八
世
紀
.に
就
き
詳
細
な
る
說
明
を
與
へ
.、
M
に
現
代
' 

に
及
：ば
んV 」

す
。
各
卷
に
»
す
る
資
料
の
分
&
も
等
し 

く
別
個
の〗

も
めH

な
れ
り
。
激
：I:

卷
は
諸
概
念
.

」
關
す 

る
甚
本
的
緖
論
並
に
資
本
主
義
前
.0
經
濟
及
近
世
資
本
/ 

主
義
の
歷
史
的
邀
礎
の
敍
述
含
包
含
し
、" '第
一
一
卷
は
全 

然
新
に
會
か
れ
た
る
所
に
し
て
、
，お
溯
資
本
主
義
の
時 

代
に
於
け
る
經
濟
生
活
の
敍
述
に
當
:6
。:
未
刊
の
第
三 

卷

は

：資

本

主

_

隆

碰

期

の
に

於
け
る
#
本
主
義
の 

完
成
を
記
述
す
る
Z
と

\
な
る
ベ

し
。 

丨 

1
1

o
:本
書

第

一

一

版

は

其

結

構

の

K
r-J
;
む

見
る
も
、
第 

,
r版
ょ
6
典
_
造
に
夥
し
{
、
錯
維
の
度
を
槍
加
し
.た

獲
^

^

^

^

顧̂
^
^
l
^
n
d
^
^

ia

る
.

に
ょ
^V

で
.異
る
U
而
も
こ
は
亦
，
必
ず
や
、
冗
重
，

晦
織
の
度
を
更
に
大
な
ら
し
む
ヒ
の_
«
を
澈
ら
し
、

或

特

殊

の

問

題

に

關

し

て

，立

て

し

判

断

に

ょ

り

、

.
全

卷
'

を
獮
み
る
の
勞
を
惜
め
る
幾
多
の
輕
卒
不
熟
な
る
批
評 

を
受
ぐ
る
乙

ど

、
な
る
べ
し
。

,'
肩
來
行
へ
る

.

資
本
主
ff
i
的
發
遨
.の
部
分
的
問
題
に
關 

す
る
諸
著
の
?1
的
ど
す
.る
所
は
*
斯
る
個
'々
の
傑
究
に 

•1
6
暫
く
谍
ら
之
等
の
部
分
的
問
題
の
硏
究
に
沒
績
す 

る
め
要
あ
；る
を
以
て
，
硏
究
者
の
觀
察
を
問
題0.」

面 

に
集
中
せ
し
め
ん
ご
す
る
に
他
な
ち
ざb
し
な
^V 。

今 

や
、
個
々
の
糸
を一

布
に
«
み
？
多
く
の
勞
を
近
世
資 

本
主
義
の
構
成
に
費
せ
り
。：

三
。
研
究
方
法
に
就
き
て
、.第
：ニ
版
は
、
第
一
版
の 

最
大
の
缺
饊
を
能
ふ
限6
避
け
ん
と
せ
9
。
即
ち
理
論 

的
觀
察
方
法
並
に
經
驗
的
實
在
的
«
察
方
法
の
許
す
ベ 

か
ら
ざ
る
混
淆
之
なt

而
も
此
a
.
に

關

じ

て

は

M
a
x

 

W
e
b
e
r
;

の
外
之
を
措
衡
せ
名
も
の
.な
待
に
敗
る
紈

點

は
手H

業
的
經
濟
の
敍
述
に
於
て
著
し
か
り
し
が
如

第
一：1

版
に
於
て
は
各
個

: ®
問
題
.の
硏
涞
に
際
し
、
媒 

:ら
理
論
的
方
面
及
經
驗
的
方
商

0
區
別
：に
努

.め
、
全
卷
：
 

を
通
じ

て
、
些

I
m
a察
を
嚴

R
行
へ
り
。

■
而
し
て
、
此
硏
究
方
法
の

11
1
新
に
對
し
て
、
ゾ
ム
バ 

\ 

+成
大
な

.る
意
義
を
附

1.
.:
.
，

方

法

論

に

_

し

て

經

濟
 

0
に
貢
献
す
る
所
あ
る
を
沏
せ

り
。(Geldtwort  SS.

Vo
-12)

:
..次
い
て
本
書
並
に
著
者
：̂

ム
>

^

>が
國
说
經
濟
學
. 

の
諸
學K

成
は
諸
研
究
方
法(
s
c
h
t
u
n
g
e
n

 

O
d
e
r

 S
?

 

Iiulen 

Oder 

M
e
t
h
o
d
e
n

 

der 

N
a
t
i
o
n
a
l

o-.
k
o
n
o
m
i
e)

に

對
す
る
地
位
に
及
び
て
謂
ふ
。

.，

今
も
何
、
經
濟
學
の
學
派
を
分
つ
に
抽
象
的
理
論
學 

.派
e

M
驗
的
糜
史
學
派
の
餘
を
知
ら
ざ
る
漭
に
亡
b
て 

は
本
書
は
不
可
解
の
も
の
.，な
る

ベ

し

。

而6
新

路

を

進

ま
ん

C
す
る
現
象
は
現
代
の
各
社
會
科
學
的
硏
究
に
悉 

く
之
を
適
用
し
得
ベ
く
、
斯
く
て
歴
史
的
國
民
經
濟
學 

並
に
抽
象
的
_
民
經
濟
^
€
の
間
の
對
立
も
總
べ
て
其 

:意
義
及
其
重
要
な
る
所
以
を
失
a
又
少
く
ど
も
灾
ふ
べ 

き
も
の
な
る
乙

e
は
敢
て
怪
し
む
に
足
ら
ざ
る
な
り
。

:

尙
"
或
は
理
論
的
經
濟
學
派
の
：小
壯
學
徒
に
し
て
歷 

史
派
に
よ
b
て
代
表
せ
ら
る
る
硏
究
原
理
に
自
覺
的
反 

對
の
立
場
に
立
つ
も
の
あ
り

t
せ
ん
か
、

こ
は
悉
く
、 

或
觀
統
に
よ
々
て
の
み
律
せ
ら
れ
、
所
謂
古
典
學
派
に 

よ
^n

て
立
て
ら
れ
た
る
«
念

恶

式wegriffschematik:

及
其
槪
念
要
式
に
よ
り
隔
離
的
硏
究
方
法
に
從
て
立
て 

Iら
れ
し
諸
現
象
の
合
法
性(

正
し
き
思
索
行
程)

の
確
保 

ど
櫥
張
に
關
す
る
所
の
V
諸
問
題
の
或
限
ら
れ
れ
る
全 

部
分
の
擁
議
の
た
め
に
故
意
に
现
，論
な
る
槪
念
を
制
限 

せ
ん
«
す
る
に
甚
く
な
^
\
。

而
し
て
何
人
も
所
謂
理
論
殊
に
杣
象
的
隔
離
的
研
究 

:

方
法
の
價
値
を
本
著
者
よ
b
高
く
評
憤
す
る

.

を
# 

f.る

笫
卞
八
狯
b
e
■三九〕

雜

錄

「

近
仳
资
本
虫
栽
論

」

第
ニ
版
序
文
綃
論

1:
於
け
る
ダ

<

第
七j

す L



第

十

八

卷C
I

O

四
o)

雜

錄

「

近
I
本
虫
義
ft
-
'
j
第
二
版
摩
文
純
論
，U於
け
る
ゾ
ム
パ
ル
ト
第

七
號

G

ベ
く
、
本

書

中

多

く

蕩

に

於

て

此

硏

究

方

法

感

用

亦

、
理
論
的
問
S

■
著

i

れ

る

戴

げ

9
直
ち

せ
^
れ
た-CNO 

……

J
.

遮
莫
、：

國
民
經
濟
學
な
石
經
濟
生
活
に
關
ず
る
此
社 

會
科
學
の
本
質
並
に
内
容
を
以
上
の
抽
象
、
隔
離
の
方 

街
に
敲
ぐ
ど
誤
信
し
、：
或
は
唯
»
る
_
成
の
試
み
が
宛 

も
經
濟
學
の
观
立
に
観
擦
す
べ
き
部
分
な
り
^
信
す
る 

が
如
き
も
、
斷
じ
て
許
す
ベ
か
ら
ざ
；

0
If
な
り
o 

-

理
論
ど
經
驗VJ

の
結
合
が
、
初
め
て
科
學
的
國
民
經 

濟
學
の
全
槳
を
成
就
すV

き
は
明
な
る
所
に
し
て
i
純 

理
ビ
經
驗
論
6
が
、
同
一
對
象
の
形
態
S

W
容
以
如
く 

に
、
相
互
に
：相
關
係
す
ど
：云
は
ん
は
殆V 」

陳
腐
の
事
に 

15
す
べ
し
。
斯
る
觀
念
は
旣
に
古
き
所
謂
歴
史
學
派
の 

先
達
に
ょ
か
て
代
表
せ
ら
れ
、
今
日
^
於

て

，も

亦

，

現 

代
の
總
ベ
て
の
硏
究
者
に
於
け
る
支
配
的
觀
念
な
b

° 

本
皲
も
亦
、
理
論
的
に
し
て
且
つ
歷
史
的
な
り
。

現
代
に
於
け
る
硏
究
倾
前
の
特
徴
ど
し
て
人
は
、
他

.
理
論
的
欲
求
の
復
興
S
な
す
は
誤
6
た
る
も
の
に
非
^

 

る
べ
き
も
、
而
も
_
經
濟
學
に
關
す
る
限
り
に
於
て
は 

「

理
論」

な

る

語

を

上

述

の

如
&'
.
狹
き
意
味
に
解
す
ベ
か 

I
:

ら

今

。
理

論

の«'
興

が

國

民

經

濟

學

に

新

機

連

及

進

歩 

\ l_J

す
f

、
|
|

的
|

方
法
I

唱 

I

す
る
者
に
據
ら
ず
。
リ
カ
ー
ド
オ
の
方
式
の
擗
張
爾
は 

I

以
上
の
槪
念
要
式
の
維
持
及
搬
張
に
於
て
經
濟
學
の
業 

を
！！

ひ
る
者
^
雖
も
有
益
な
る
硏
究
を
な
し
得
べ
§
は 

™
疑
な
き
も
、
而
も
そ
は
改
革
者
に
非
ず
し
て
單
に
蓝
流 

れ
る
に
過
ぎ
ざ
る
な
り
。
 

•

y
現
代
の
理
論
の
復
興
を
哲
學
復
興
^

一
 
致
す
.る
も
の 

I

V
云
は
ん
は
全
く
別
個
の
意
義
を
有
す
。
現
代
は
以
前
：

.
ょ

り
も
現
象
の
意
義(

s
5'
n)

及
び
認
識
の
意
義
、に
關
し 

V

硏
究
せ
ら
る
る
乙
ど
の
多
き
點
に
於
て
、
哲
學
的
ど 

な
れ
る

.も
、
而
も
槪
念
の
正
確
及
び
資
料
の
齟
織
的
研

•
©科
學

に

於

け

る

£
等
し
ぐ
、
社

會

科

學

に

於

て

も

究*

就

中

個

々

の

知

識

の

縊

合

に

對

し

，
て

從

來

ょ

6
も

火

な

.
る

顧

値

の

認

め

ら

る

_太

點

に

於

て

特

殊

科

學

も

社 

龠
科
學
も
亦
棚
論
的V 」

な
れ
り
。
實
に
斯
る
'
散
亂
せ 

る
研
究
結
果
の
.
.綜
合
的
槪
括
0
要
求
に
於
て
J
吾
人
は 

取
し
；く
現
代
：の
特
徵
を
認
む
る
を
得
'ベ
き
な
り
。
.

:「

斯
し
て
斷
え
ず
增
加
し
行
ぐ
資
料
の
活
用
を
秩
序
的 

鈕
織
的
分
類
を
以
て
行
は
ん
が
た
め
に
、
槪
念
並
に
龃 

織
の
褥
成
に

®
心
せ
が

。

'

而
し
て
本
番
の
如
き
は
、
五
十
年
前
の
マ
ン
チ
ゴ
ス 

タ
ー
派
，の
經
濟
學
徒
の
云
へ
る
國
段
經
濟
學
に
同
じ
か

ら
ず
ノ
コ
兀
ょ
り
、
ゾ
ム
バ
ル
ト
は
マ
ン
チ
テ
ス
タ
I
派

以
を
疑
ふ
も
の
に
非
す
^
雖
も
、
尙
同
時
に
、
歷
史
的
粗 

學

的
：基
礎
に
ょ
ら
ざ
れ
ば
不
可
_
な
.る
«
象
を
人
間
社 

畲
的
存
在
の
‘大
な
る
關
係
に
於
て
律
す
る
を
以
て
其
任 

W

す
る
。
經
濟
學
の
眞
の
中
心
た
る
學

の
存
茌
す
べ
き 

を
信
す
る
な

，̂
 (Geldtwort 

SS. 

12-15)

H
::
;
' 

:

. 

: ゾ

ムV

ル
ト
は
次
い
で
本
著
が
決
し
て
成
政
治
的

X 

は
經
濟
政
策
的
、
或
は
社
會
政
策
的
黨
派
に
貢
献
せ
ん 

>し
す
る
も
の
に
非
ざ
る
、と
を
述
べ

|2
る
後
、
彼
が
歷
史 

硏
究
並
に
歷
史
家
に
對
し
て
採
れ
る
立
場
に
及
べ
り
。

「

近
世
資
本
主
義
論

.

」

第
ー
版
は
夙
紀
、

ッ
ン
フ
ト
的 

史
家
の
間
に
は
、
劣
！i

0書
た
る
の
定
評
あ

b
。
而
も
、 

第
二
版
の
有
せ
し
缺

a
の
大
部
分
は
_

ニ
版
に
於
て
は 

除
丧
せ
ら
れ
た
りVJ

信

す

るV 」

共
に
、
彼
は
又
第
一
版 

I:
對
す
る
歴
史
家
の
批
判
が
悉
く
妥
當
な
り
？
認
む
る 

者

に

あ

ら

ず

。
殊
に
彼
の
著
書
に
於
け
る
が
如
き
歷
史 

說
明
の
方
法
、
卯

"
其
研
究
方
法
の
構
成
、

槪
括
を
不 

當

な

b
^
す
る
多
數
史
家
の
見
解
に
對
し
て
次
の
如
く 

主

o f
-
し
得
べ
し

S
な
す
。
日
く
、
歴
史
に

||
1
]ふ
を
得
べ 

き
ニ
事
は
嘗
て
一
度
發
生
せ
る
蕻
项
並
に
反
镫
繰
返
さ 

れ
し
事
項
の
孰
れ
か
な
る
ベ
し
ゲ
前
漭
は
典
事
仲
の
單 

一
な
b
し
の
故
を
以
て
特
殊
糜
皮
的E

題
き
し
"
後
潘 

は
、
其
反
裰
せ
ら
れ
し
の
故
を
以
て
、
社
會
學
的
問
題

第
十
八
卷
；c

l
〇

四

--
.
}雜

錄

r

近
世
資
本
主
雜
論
，孩

-版
康
文
緒
論
じ
於
け
る
ゾ
ム
パ
ル
ト
第
七
鱗
一
三1
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第
十
八
‘卷

c
l
〇

四
5

雜

錄

「

近
#
資
本
主
親
論」

第
ニ
版
摩
裔
論
ド
於
け
そ
1

パ
ギ
ト
第
b
雛

1

三
ニ

_

艺
稱
す
る
は
、
共
に
芷
當
に
し
て
總
べ
て
の
史
書
は
此 

雨
問
題
に
資
せ
んw

す
る
も
の
な
爿
。
5 6
ょ
り
觀
察
の 

.對
象
に
應
じ
て
、

1
の
他
に
優
れ
る
こ
^
あ
る
べ
く
、 

傅
記W

狀

態

史(Zustandsgeschichte) 

W

は
其
雨
極

端
を
示
す
も
の
な
り
。
'

.

.

.

.
,

.
，
'

 

•

.

 

「

..

..

.

:■■
:
此

兩

個

の

：問

題

は

經

濟

史

:R
於
て
も
亦
、
正
に
#

在 

す
る
も
い1

を
採
り
て
他
を
檢
つ
る
こ
.

60

な
く
、
唯
兩 

■者
ゼ
俱
K
等

し

く

採

：る

X

き
な
0
 
o

特
殊
の
事
項
の
眞 

價
を
特
に
明
な
ら
し
め
ん
が
た
め
に
も
經
濟
史
は
單
に 

、補
助
ど
^
て
の
み
な
ら
す
、
眞
に
遊
磯
ど
し
て
歴
史
的 

ft
#
學
的
硏
究
を
必
要
ど
す
る
も
の
な
る
を
强
調
せ
ざ 

::

る
；ベ
か
ら
ず
。
斯
く
て
如
何
な
る
現
象
が
一
般
的
な
る 

や

、

即

ち]^
«

級

返

さ

る

る

や

を

決

足

し

た

る

時

、

初 

め

て

菩

人

は

菩

人̂
ょ
k
て

考

察

：せ

ら

れ

た

る

部

分

的 

問

题

：の#
殊
性
の
奈
邊
R
ぁ
り
や
を
*
言
す
6
を
#
ベ 

IKVO

本
著
の
特
徵
は
實
に
輝
濟
的
現
象
の
普
遍
性 

に
對
す
る
即
題
を
極
端
ぞ
離
め
ら
る
ベ
き
雜
1
に
ま
で

,

*
張
せ
る
■
に
存
す
る
な
ら
0

..

而
し
て
本
書
に
於
け
る
硏
究
の
限
界
は
、
西
部
南
部 

ョ
I
T*
”
パ
國
民
に
ょ
り
て
立
て
ら
れ
た
る
文
化
的
敵 

•:
、
圍
に
し
て
"
又
其
觀
察
の
範
圆
ょ
り
見
れ
ば
特
殊
歴
史 

j

的
問
題
な
6
。
即
ち
軍
に「

近
世」

資
本
主
義
史
に
し 

|

て
、
資
本
主
義
史
に
.ぁ
ら
ざ
る
な
‘6

。
而
し
て
斯
る
限 

」

.:
■
■界
の
中
に
於
て
、
各
國
民
の
特
殊
性
は
暫
く
措
き
、
先 

|

、つ
近
世
資
本
主
義
の
成
立
を
撤
ら
せ
る
孰
れ
の
經
濟
的 

現
象
が
全
歐
國
民
を
通
ず
る
一
般
的
の
も
の
な
る
や
に 

:就
き
て
考
察
せ
ん
ど
す
。
此
ョ
！

口
ッ
パ
一
般9

經
濟 

的
發
達
の
特
質
の
確
定
は
觅
に
小
な
る
範
閲
の
經
濟
的 

事
織
を
考
察
し
て
多
大
の
效
采
を
擧
げ
ん
が
た
め
に
、
- 

j.':

又
必
須
の
前
提
た
る
ベ
き
も
の
な
り
。
菩
人
ば
ョ
ー 

|

パ
ロ
ジ

、ノ
經
濟
史
の
如
例
な
る
も
の
な
る
や
を
知
6
て
後 

初
め
て
歐
洲
各
®
の
經
濟
史
を
記
述
し
得
ベ
き
な
り
。
 

數
學
湛
力
.3-

b
+
a
c

十a
d

をa (

Q 

+
0
+
04)

皮
な
す
如 

.く
其
各
々
は
ヨ
ーU
ッ
パ
的
旅
に
各
阈
民
的
本
質
よ
^V

の
'淹
物
た
る
全
歐
洲
經
濟
史
ょ
9
ョ
ー
ロ
グ
パ
的
甚
調 

を
杣
出
し
、；
其
木
*
の
狀
態
ゼ
W
究
せ
ん
^
す
。
如
何 

S

0

0

も
熟
®
の
後
_
る「

硏

究

方

法

を:*
狹
義
に 

於
け
る
雁
史
硏
究
S
共
に
.；

s

正
し
き
を
認
め
ざ

る
、を

得 

ざ
る
べ
し
。

!

.

而
し
て
又
問
題
の
解
決
の
た
め
：に
.は
、
.
一
の
科
學
的
：
 

裝
置
を
必
要
.ミ
す
、
即
ち
經
濟
生
活
じ
關
す
各
組
織
的 

科
學
の
極
め
て
精
緻
な
る
要
或S

c
h
e
m
a
t
i
k

之
な
り
。
 

唯
"
全
科
學
資
料
の
'根
本
的
理
論
的
考
究
の
み
苋
く
諸 

現
象
の
全
般
的
關
係
を
明
な
ら
し
む
る
を
#
る
の
み
に
：
 

■L
て
^
近

：泄

資

本

主

義

成

立

，史

は

、

：

就

中

、
‘
：
現
代
の
經
こ 

濟
生
活
を
熟
知
し
且
つ
：理
論
に
秀
で
た
る
經
濟
學
者
0 

み
.、の
記

し

得

べ

き

所

な
b
。
而
も
こ
は
槪
ね
、
特
に
古 

き
歷
皮
家
の
間
に
於
て
未
だ
行
は
れ
ざ
る
見
解
な
b
。

斯

る

豫

|

|

ば
過
去
_の
も
の
I

J

I
ベ 

卞

ff
p
o

.
ゾ
ム
パ
ル
ト
は
將
來
彼
の
如
き
硏
究
が
、
歷
史
家
の

m
十
八
卷

::
間
に
無
益
，
鼷
謬
の
，企
窬
た
ら
す
し
て
彼
缔
自
ら
の
狹 

義
に
於
け
る
歴
史
研
究
の
必
須
の
柿
充
な
む

S
せ
ら
る 

る
に
到
る
べ
き
を
破
信
す
る
も
の
な
り
。(SS. 

1
6-

1
9) 

一而して、ゾム

、、ノ 

,ト
は
從
來
、
彼
の
引
證
方
法
に 

一
加
へ
ら
れ
た
る
幾
多
の
批
判
に
答
へ
、
本
著
第
二
版
が 

更
に
多
く
の
批
難
を
受
く
べ
き
を
豫
期
し
、
最
後
に
、

:

科
學
に
於
て
批
刿
の
碰
な
る
所
に
生
命
の
本
源
の
出
づ 

一
る
こ
ど
の

稀
に
し
て
，
又
他
の
如
何
な
る
批
判
も
、
精 

神
に
生
く
る
も
の
を
絕
滅
し
能
は
ざ
る
も
の
な
る 

一
は
、
些
か
安
ず
る
に
足
る
意
識
な
卜
^

の
言
を
以
て
興 

| 
序
文
を
結

.ベ
り
。• (

G
a
k
i
t
w
o
r
t
: 

S
S
.

vo
l
s

)

I 

四

斯
くV

、

諸
槪
念
に
關
す
る
®
本
的
綹
論
に
入
ト
、 

第
ー
章「

經
濟
生
活
の
基
本
«|
»
實」

の
廳
下
に
、
先
づ 

「

生
存
維
持
行
爲unterhaltsmrsorge 」

「

技
術」

を
論 

じ「

勞
働
ビ
勞
働
鈕
檝」

に
及
ベ
り
。

:
人
類
の
.目
的
行
爲
の
中
其
目
的
の
內
在
^
外
在
に
ょ

節
.七
號 

一
H
H

(
1
C

四
三〕

雜

.
錄

「

近
世
資
本
主
義
論1

第
二
版
序
文
緖
論LL

於
け
る
ゾ
ム
パ
^
ト



第
十
；<
怨

(
i

〇
©

@ 
'灕

：：：

錄

「

近
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資
本
主
看
.
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 17

版
序
文
維
f

於
け
る
ダ
ム
パ
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■
七

號

一

習

6
て
«
猶
ど
勞
»
を
分
«
し

徽

べ

て

の

人

間

發

働

は

社

協

業C
o
o
p
-
r
a
t

o-n

は
.、
梢
費
的
利p

:

に
よ
り
又
次

會
的
勞
働
に
し
て
、
又
其
故
を
以
て
、

一
定
の
秩
序
の
::
'
百

的

に

よ

の

み

0
ら
決
定
せ
ら
れ
^
べ
き
、

一
の

_
下
に
立
ち
、
其
秧
序
に
於
で
針
«
は
客
觀
化
せ
ら
る
。

«
作
'業
に
對
す
る
多
數
者
の
協
力
l

i

f

gに
し

此
人
間
勞f

の
硤
序
を
目
：し
て
勞
働
の
組
織
ご
し
、

勞

て

"
勞

働

の

特

化

が

行

は

れ

す

ミ

も

尙

ほ

存

在

し

导

ベ

--

働

組

織

に

は

分

業

、

及

棚

業

な

る

唯

ニ

個

.の

原

則

の

存

 

一
く
、
又
勞
働
が
分
業
化
せ
ら
る
、
場
合
に
は
必
ず
存
在

す
る
0
み
に
し
て
、
人
間
勞
働
を 

一
I

方

法

に

律

す

蒼

る

V

か
ら
ず
。
即
、
協
業
は
部
分
勞
働
の
必
須
の

へ
き
€
ジ
勒
へ
て
の
.途

は

私

に

此

兩

者

の

邢

種

た

る

に

結
合
を
形
成
す
る

も

の

な

み.0
協

業

ど

分

槳

yj

は
蔣
匕

過
ぎ
f

な
す
。(

E

l

l

s
 

S
)

.-
ン

.

「

士
分
化
の
關
？

相
同
じ
I

最
係
に
立
つ
も
の
な 

rr
r

Lて
分
業S

p
e
z
i
a
H
s
a
t
o
n

ミ
は
同
一
勞
働
者
に
繼|

り
。

£續
的
に
、
同

1
、
反
稷
の
作
業
を
課
す
.る
配
遛
方
法
を
云|

人
間
勢
働
を
合
理
的
行
爲
の
發
現
こ
し
て
見
る
時
、 

.ひ
、
^
業
の
：程
度
は
極
め
て
多
様
な
t

勞
働
者
が
繼
多
數
多
樣
の
個
々
の
行
爲
於
一
の
特
殊
の
勞
働
計
«
に 

續
的
にI

打
ふ
部
分
作
業
が
、
以
前
合|

な
り
し
> 
又

は

從

M
せ
る
に
よ
b
て
、
內
部
的
に
結
合
せ
る
一
取
位
に 

合」

：な 

水

平

—
結
合
す
る
を
免
る
。
高
き
程
度
の
一
の
總
gl
に
对
す
る 

へ
#
分
裂
或
は
趣

If
的
分
裂
の
孰
れ
に
よ
り
て
生
せ
る
ビ：

繼
續
御
则
結
を
經
營V 」

云
ふ
。
M

k
正
確
に
、
經
營
を 

も
根
本
に
：於
て
は
同一

な
り
。
分
業
が
經
资Setrieb 

.

以
て
、
繼
續
的
作
業
の
目
的
に
對
す
る
施
設
な
り
€
沄 

間

?.
|
:生

资

る

ビ

、

經

嘈

內

部

，に
：生

せ

る

孓

顧

屈

、
分

業

,

ふ
を
得
べ
，I

。(s, 

IO)

の
槪
愈
■

し
て
何
等
の
異
る
所
な
き
な
办
。
^

‘ I
Q

)

一
 

人
が
®
觸
に
勞
働
を
，營

む

場

合

に

は

息

の

作

樂

I

I
!
I

i!

1

I
I
：

1

を
以
て
經
營
を
形
成
し
純
キ
觀
的
計
皲
に
ょ
り
て
行
ふ 

も
、
多
數
者
•か

共

同

の

作

業(
w
i
r
k
e
nw

に
結
合
す
る 

や4

の
秧
序
に
客
觀
化
せ
ち
れ
ざ
る
：ベ
が
ら
ず
。
玆
に 

於
て
、
各
個
の
行
爲
が
總
勞
働
に
於V

秧
序
的
に
遂
打 

せ

ら

る

，る

が

爲に
、常
に
經
營
組
織(

B
e
s
e
b
o
r
d
n
u
n
g
)

 

を
注
ず
卩
而
し
て
緙
營
組
織
の
全
業
は
"
時
ミ
所
に
對 

ー
す
る
適
當
な
る
分
配
に
ょ
る
各
個
0
生
產
璎
素
の
洽
目 

的
結
合
に
あ
り
ビ

云
ふ
を
#
ベ
し
。
こ
は
次
の
諸
點
に 

於
：

V

表
.は
る
、即
、
勞
働
行
程
の
開
始(

s
p
l
e
l
t
u
n
g

 

^
 

Arb.,itsprozesses)

勞
働
行
程
の
形
成(Gestaltung)

勞 

働
行
程
の
途
行(

A
u
s
f
a
h
r
u
n
g
)

等
之
な
り
。(s. 

I
I

)

.

.

又
經
煢
取
位
は
經
營
組
織(BetHebsordllung )

に
於 

て
認
む
べ
くe

經
營
.职
位
0:
.遨
行
す
る
事
は
、
.真
體
的 

事
實
に
基
礎
を
猗
く(

客
贩
的
又
は
作
業
取
位)

か
：或

は：' 

:

作
業
者
の
自

^
意
思
的
目
的(

主
11
的
又
は
目
的
牮
位) 

よ
り
生
す
る
か
の
留
れ
カ
0:
:
.
.
.
る
.へへ.し
ノ 

：目
的
は
辟
一
勞 

働
_
內
に
於
て
多
樣
な
る
を
得
べ
.し
。

而
し
て
、
こ
は
、
作
業
溝
の
目
的
ヒ
作
業
の
目
的
t 

が
常
に1

致
せ
ざ
る
資
本
主
義
•經
濟
に
於
て
根
本
的
® 

::
.
;要
な
る
區
別
な
b
o

一

.;
ヾ嘗
て
、
ゾ
ム
バ
ル
ト
は

作
.業
者
の
目
的
に
ょ
り
て

形 

一
成
せ
ら
れ
た
る
單
位
を
經
濟
€
し
、
作
業
の
西
的
に
ょ 

b
て
形
成
せ
ら
れ

r2
る
，取
位
を
經
營

S
し
、
前
者
を
價 

:直
增
殖
幽
®

Verweitungsgemeinschaft 

後

^

を

作 

|
業

溯

體W
e
r
k
g
e
m
d
n
s
c
h
a
f
t

 

e
し
て
表
示
し
た
れV

」

|
>

、
(

近
世
資
本
主
義
論
第
ー
版
緖
論
六
丨
七
思
今
ゃ
、 

經

營B
e
t
r
i
e
b

な
る
ニ
の
上
位
槪
念
を
構
成
し
、
此
上

I
.

攸
槪
念
の
下
に
、
經
濟(

或
は
倒
値
增
殖)

經

營wirts- 

一
 

chafts 

(Oder 

V
。rwertungs) Betrieb 

ビ 
V 

作
業
經
營

W
e
r
k
b
e
t
H
e
b

を
分
つ
を
见
に
ょ
6

適
當
た
る
べ
し
ど

な
せ
り
。(S. 

12)

經
營
の
諸
形
態
に
關
し
て
は
、

I

足
の
特
徵
S
し
て

-,
生
產
要
素
の
特
殊
組
.織
^
抽
出
せ
し
時
、
及
、
就
中
個

々
の
勞
働
者
の
總
.行
程
並
に
總
氹
產
物
に
對
す
る
關
係

笫

十

八

卷(

一
〇
四
芄)

雜

錄

「

近
仳
资
冰
生
義
諭
ー
笫
ニ
版
序
芡
緖
論
ド
於
け
る
グ
ム
パ
^
ト

笫

七

號

五



丨
：
■

邻
十
八卷

(
1  G

四

1ハ)

斜
ノ :

.

錄

' 

近
世
資
本
.主
義
論」

第1J

標

文

緖

論

に

於

け

る

ダ

ム

ニ

ト

策

七

號！ 
ー5
、

を
ま
瞭
な
ら
し
む
る
こ
ミ
に
ょ

b
て
、
最
も
明

^
其

特

を

經

濟

形

態

yj

稱
せ

b
。C

S
，
1
3
)

質
u

f

て
理
解
し

5

1

ミ
し
、

®
に
第
一
版
-

而
し

r
經
濟
生
活
の
行
は
る
諸
形
態

I

ず
べ
i

 

に
於
け

f

同
一
文
を
繰
返
す
。
：； 

本
的
.事
實
ど
し
て
、
第

！
に
經
濟
主
義

w
i
r
t
s
c
l
-

 

作
業
者
か
其

«
報
に
對
す
る

.關
係
は
根
本
に
於
て
、
，

P
H
n
z
i
p
s

を
擧
げ
需
要
額
充
足
主
義

B
e
d
a
r
f
s
d
e
c
k
g
g
s

丨

- 

及
營
利
主
義
の
ニ
に
：分

H
 K

に
經
濟
主
義
は 

R

-f
t
l
-る
か
、
又
は
作
樂
及
法
.產
物
が
共
间
的
な
る
か

:
|
.
經
濟
的
行
動w

i
r
t
s
c
h
a
f
h
f

 u
n
g

の
相
異
に
ょ

6
傅 

の
孰
れ
か
な
り
。
斯
i

«

'«
ぬ

個

人

的

經

營

及

社

會

統

的

t
r
a
l
l
c
h

又
は
合
理
的
1

1

1

5
 

猶
•

營

の

ニ類
に
分

ゎ
、
生
虛
物
はj
人
の
勞
働
者
のj

る
べ
しV 」

な
せ
り

"
第
二
に
技
術T

e
c
h
n
i
k

を
擧
げ

、
第 

所
f

し
て
又
は
總
多
數
勞
働
者
の
所
產
さ
し
て
、
現

j

三
を
經
濟
組
織
S

す
。
此

證

の
經
濟
組
織
の
經
濟

i 

;

一
 

生
活
に
對
す
る

職
に
關
し
て
は
、

第J

版

五

j

寊

:/
£
ニ

:

頁

に

於

け

る

ビ

同
一
文
を
興
說
し
て
生
產

R
對
し
て
必 

':
:
.
|
.
須
の
要
素
即
ち
生
產
資
料

ど
勞
働
カ
が
生
產
行

爲
に
參

は
る
る
な
0 

0
:

(

第
一
版
ニ
六
頁
"
第
二
版
十
二
頁)

.

.而
し
て
、

個
人
的
經
營
形
態
並
に

a ；
會
的
經
營
形
態 

に
關
す
る
審
か
な
る
說
明
は
之
を
本

.著第
！
.

版
ニ
六
：
 

I

四
九
0
に
譲
り
、第
二

®
に
於
て
ば
唯
.單
獨
經
營
。
一
 

助
手
經
營
。：

.小
、
中
、
大
經
營
。
.マ
ニ
ユ
フ
ァ
ク
ツ
ー 

:

ル
。
::
:H

場

經

替

0
み
に
て
多

く 

の
說
明
女
加
へ
ざ
る
な
り
。
以
上

r
經
營(

作
業
經
營) 

の
諸
形
態
に
對
し
て
、
：
經
濟
經
營
の
.採

る

個々
の
形
態

加
す
る
手
段
方
法
、
生
產
に
參

加
す
る
者
が
生
產
の
.形 

成
及
經
過
に
影
響
^,
與

ふ

る

方

法

"

生

產

物

の

處

分

せ 

.ら

る

へ
*
法

生

.產
*

加

者

の

生

產

收

益

(produktio

丨 

ns

しrt
r
a
g
)

に
對
す

る

關

係

を

擧

げ

SL
に

經

營

形

態並 

に
經

濟

形
態
を
列
擧
せ

り

。
又

/
經

濟
生
活
り
各
特
殊

敗
態
は
一
定
條
件
の
實
現
に
據
耻
、

'換
言
甘
ば
# 

宛
の
經
濟
生
活
は
多
數
の
精
神
的
、
及
物
質
的
。
或
は 

自
然
的
及
人
爲
的
"
旣
宛
倐
件
の
上
に
建

設
せ
ら
れ
し 

も
の
な
b

.°
一
 
定
の
經
濟
生
版
©
.成
立
に
ビ
b
て
便
或 

ば
妨
碍W

な
る
諸
條
件
に
關
し
て
は
、
其
種
類
に
X
.
K
y 

て
、
一
自
然
的
條
仲
及
文
化
的
條
#

<
な
し
、
文
化
的
條 

仲

を

览

に

：、
客

舰

的

. 文
化

：：：(

有
形
的
文
化
、
無
形
的
文 

化
I

制
度
的
文
化
、
精
»
的
文
化)

。

佩
人
的
文
化 

C

肉
體
的
文
化
、
精
神
的
文
化)

，總
文
化
現
象
，
或
は
文 

、化
形
式)

：等
に
分
類
せ
り
。(SS* 

14-19 〕

..五

:一
:丨
''

.

.現
代
に
於
け
る
國
段
經
濟
學
の
對
象
に
關
し
て
、
ゾ 

.ムV

ル
ト
は
、
其
對
象
は
悄
極
的
に
は
.法
學
及
諸
文
化 

學
に
よ
.
-
0て
研
究
せ
ら
れ
ざ
る
貌
|̂
に
.：於
け
る
、
人
間 

.生
#
锥
持
行
爲 

menschliche 

Unttrhalt-sfursorge

u 

6
:皮
云
ふ
べ
く
、
是
を
賴
極
的
に
は
"
國
民
經
濟
學
は 

0
W
組
a'Wirtschafts 

sy s
t
e
m

に
關
す
る
學
な
b
ぞ

笫
十
八
卷

•«
せ
り
0(S. 

2
0

而
し
て
、
人
間
生
存
維
持
の
行
爲
は
一
の
社
會
的
現 

象
な
る
が
故
に
經
濟
學
は
社
會
科
學
に
し
て
、
其
諸
槪 

.念
は
總
べ
て
社
會
科
學
的
特
徴
を
有
せ
ざ
る
ベ
か
ら 

一
す
。
國
民
經
濟
舉
が
歷
史
的
社
會
科
學
な
る
こ
S
は
其 

一
先
天
性(

a

u

o

aに
し
て
、
W
民
經
濟
學
の
槪
念
ば
總 

I

ベ
.て
歴
史
的
範
疇
な
り
。
之
に
對
し
て
、
經
濟
的
箣
嚼 

S
し
て
對
立
せ
し
む
る
所
の
も
の
は
、
社
會
科
學
的
槪 

念
に
非
ず
し
て
技
術
的
槪
念
ぽ
0ぎ
0
1
0叫1
5
&
6 

BegrifT 

j.

な
り
。
乙
は
輩
に
補
助
槪
念
匕
し
て
の
み
！|

容
せ
ら
る 

一
ベ
き
な
-
。̂CS. 

2
1
〕

j

國
民
經
濟
學
の
嚮
導
的
概
念
は
經
濟
龃
織
の
槪
念
な 

〜

ト
。
經
濟
龃
織
を
以
て
、

一
定
の
性
質
を
具
有
す
る
經 

:

濟
方
法
即
ち
其
內
部
に
於
て1

定
の
經
濟
心wirtsch- 

afts-GesiBun

aq
支
配
し
、

一■定
の
技
術
の
用
ひ
ら
る
、 

經
濟
注
活
め一

定
の
鈕
織
を
解
す
"
經
濟
鈕
M
の
槪
念 

に
於
て
、
經
濟
生
活
の
歴
史
的
に
限
定
せ
ら
れ
た
る
特

J

三
七

(

一G

四
七〕

雜

錄

「

近
li
t
资
本
主
義
論」

策
ニ
版
序
文
緖
諭

(-
於
け
る
グ
ム
パ
シ
ト
第
七
號



背

十

八

卷c
1

U
四o

雜

錄

「

近
世
資
本
主
義
if」

第
二
版
好
文
緒
論
!-
於
け
る
ゾ
A
バ

ふ

ト

第

七

郷

j  

H
A

嘴

は1
の
槪
念
的
哝
位
に
概
括
せ
ら
れ
、
總
べ
て
他
の 

阈
民
灘
濟
學
の
諸
概
念
は
此
上
位
又
は
某
本
的
槪
念
に 

ょ
つ
て
卻
せ
ら
る
.る
な
り
。

而

し

て

、

科

學

的

硏

究

方

法

^

し

て

理

論

的

硏

究

方 

法
即
ち
總
べ
て
の
現
象
並
に
郛
關
係
の
袖
象
的
理
解
、

並̂

，，
實

在

的

經

驗

的

硏

究

方

®

、

即

ち

經

濟

生

活

の

實 

際
的
狀
態
並
に
其
推
移S

理
論
的
認
識
の
補
助
に
ょ
る 

確
定
を
舉
げ
ノ
此
研
究
方
法
に
於
て
經
濟
組
織
の
槪
念 

に
*
ず
る
槪
念
を
經
濟
時
代vvirtschaftsepoche

即
、 

1:

定
の
經
»
紐
織
に
適
合
せ
る
驗
濟
方
法
の
«
越
な
：る 

歷

史
的
時
期
^
な

す

。
.
第

三0 :
_
究
方
法
を
政
策
的
硏 

究
方
法：w

し
、
緖
論
の
最
後
の
ー
章
k
到
り
て
本
著
の 

硏
究
®

E
に
就
き
て
更
に
，■
ぶ
る
所
あ
：
^

。

(
S

 

2
3

以
上
の
原
理
に
從
ひ
て
、
本
著
は
其
起
源
ょ
り
：現
代 

に
到
る
ま
で
の
ヨ
ー

V
ッU

諮
國
民
の
經
濟
生
®
を
發 

^:
的
組
織
的(g

3
etisclr.systematisch)

に
敍
述
せ
ん

'̂ 

す

る

も

の

な

-
^
。

而
し
て
研
究
の
範
圍
並
じ
經
濟
的
現
象
の
普
遍
的
事 

«
を
多
<
論
货
る
»

に
關
し
て
摩
又
十
七
一一

十
八
岚 

に

於
け
る
彼
の
研
究
方
法
に
就
き
て
述
べ
た

る
ど
同
一 

事
を
反
覆
し
”
彼
の
謂
へ
る
發
生
的
龃
織
的
說
明
は
即 

ち
、
經
濟
生
活
の
各
個
の
現
象
は
其
當
時
の
支
配
的
經 

濟
組
織
に
ょ
つ
て
律
せ
ら
る
る
こ
ど
を
意
味
す
る
^
な 

せ
り
。
經
濟
組
織
の
槪
念
並
に
經
濟
時
代
の
槪
念
は
能 

く

、

廣
汎
な
る
資
料
の
統
制
に
資
し
、
又
乙
は
此
兩
槪 

念
の
M
助
に
l

b
て
の
み
可
能
ど
な
る
な
り
。

紀
元
八
〇
'〇

I—

 I

九

0

0
年
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世
紀
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だ
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濟
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土
地
貴
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二
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狀
態
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於
け
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經
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工
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)
資
本
主
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の
三
ど
な 

し
、
此
三
經
濟
組
織
は
又
、
三
個
の
經
濟
時
代
に
當 

K

此
各
時
代
に
於
け
る
經
濟
生
活
の
眞
相
を
明
に
す 

る
は
本
著
の
主
題
^
す
る
所
に
し
て
又
ゾ
ム
バ
ル
ト
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史
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本
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發
生
的
に

史
に
外
な
ら
ざ
る
も
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む
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な
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主
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分
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な
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。
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斯
る
研
究
に
於
て
、
m
ら
諸
#
象
の
膪
史
的
戀
遷
の 

1

足
の
區
節
、
節

成(G1 
一

e
d
e
r
u
n
s

を

生

じ

"

經

驗

上

•
:
;尙

同

時
£

班

の

時

代

を

支

，配

レ

"

興

時

代

の

經

濟 

生
活
：か
形
成
せ
ら
る
る
、
精
神
を
發
^
し
、
:其
眞
相
を 

明
な
ら
し
む
る
に
努
め
た
り
。
各
時
代
に
對
し
て
は
、
 

各
經
濟
心
支
配
し
、
そ
は
其
精
神
に
適
す
る
形
態
を
興 

へ
、
經
濟
組
織
を
形
成
す
る

o
皆

なるこ

ビ
は
本
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並
に
本
著
者
の
全
敍
述
の
极
本
的
觀
念
な
り
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而
も
精
#
は
地
上
に
於
て
全
能
の
も
の
に
ぁ
ら
す
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興
精
神
に
應
じ
て
典
生
活
を
形
成
す
る
^
共
に
乂
一
足 

の
條
件
は
滿
さ
れ
ざ
る
ベ
沪
ら
ず
。
本
著
の
大
部
分
は 

經
濟
的
親
念(wrtschatlich 

Idee )

の
實
現
に
必
貌 

’な
る
諸
條
'件
に
關
す
る
敍
述
に
常
て
ら
る
。
皿
し
て
經 

濟
生
活
の
狀
態
は
其
他
の
總
ー
べ
て
の
文
化
狀
態
に
ょ
り 

て
決
足
せ
ら
る
る
を
以
て
經
濟
生
活
の
諸
條
件
--
0
說
叨 

:は
政
治
的
"
精
神
的
生
活
の
全
班
に
入
る
。
:.1

定
經
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方
法
の
餓
條
件
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手
工
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«
濟
：に
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て
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紕
織
的
に
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た
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間
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濟

主

義

並

に
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に
適
す
る
經
濟
方
法
の
權
カ
の
殆
ビ
無
制
限
な
る
を
見 

„
る
ベ
く
、
.又
他
の
時
代
に
は
支
配
經
濟
組
織
の
下
に
新 

\

經
濟
主
_
が
自
己
の
承
認
を
求
め
つ
、
ぁ
る
を
認
む
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:
し
。
換
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す
れ
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經
濟
主
義
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存
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經
濟
組 

織
の
私
し
於
て
.完
成
す
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に
努
め
、
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實
現
の
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;
■
漸
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に
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濟
形
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造
す
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經
濟
形
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根
本
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に
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當
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經
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義
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よ
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出
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し
經
濟
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せ
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神
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經
濟
生
活
を
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す
る
な
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新
長
濟
組
織 

よ
り
見
る
時
は
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新
經
濟
虫
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が
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經
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組
織
の
下
に 

於
て
努
カ
せ
る
時
代
は
、
初
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及
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的
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り
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れ
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主
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的
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本
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に
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多
く
を
論 

ず
る
こ
さ
な
く
し
て
ノ
其
總
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社
會
科
學
研
究
會
の
席
上
述
べ
れ
狒
溃
に
多
少
の
補
犯
か
如
へ 

て
同
¥
五
月
！.一
十
九
2
3約
五
十
^
の
小
册
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-
3し
^
公
.刊
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め
る
。
本
帯
は
斯
か
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諧
れ
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献
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某
立
論
の
堂
々
、
論
理
の
明
澈
、
批
評
の
剴
切
_
利
火
ろ
流
：心
に
民 

肢
の
肘
影
^
蹓
如
れ
.ら
し
む
る
も
の
が
わ
る
。
乍
去
昔
む
ら
く
は
譯 

荇
の
贫
し
含
語
學
カ
の
た
め
に
拟
齊
の
高
雜
打
る
氣
品
4-
傅
え
#
ざ 

り
し
填
で
わ
る
。
談
譯
*誤
字
等
、恐
、6
く
貧
し
务
譯
禮
の
兔
か
れ
ぬ 

所
で
あ
ら
ぅ
。
願
く
ば
穴
方
讀
潘
の
御
教
示
を
持
つ
の
み
で
わ
る
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因
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の
脚
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し
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^
し
て
斯
說
，の
影
響
を
蒙
け
な
い
も
の
は
な
い 

ば
彼
等
®]
談
者
に
侬
：つ
て
科
皐
的
社
會
主
義
の
名 

を
以
て
呼
ば
れ
て
ゐ
る
ス
姊
に
諸
君
^
多
の
人
々
に
知 

ち
れ
て
居
h
且

知

ら

れ

も

：値

打

の
.あ

る：『

空

想
ょ
り
科 

學
へ
の
社
#
主
義
の
進
化』
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本
番
は
之
^
等
し
く 

;
1«
す
.可
^
著

作

『

デ
ュ
ー
タ
シ
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氏

:0
»:
學
の
變
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の
一
，拔
粹
で
あ
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_
に

於
い
て
、

エ
‘ン
ゲ
ル
ス
は
謂 

ふ

『

マ
.ル
ク
ス
に
依
つ
て
爲
さ
れ
た
る
ー
一
個
の
科
學
的
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發
見
即
ち
唯
物
史
觀
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資
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主
義
經
濟
に
於
け
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剩 

價
値
の
隠
露
€
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依
つ
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會
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^
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な
；る
名
稱
が
與
へ
.ら
，れ
穴
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も
著
名
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章
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で
は
'あ
る
が
、
最
初
の
罾
お
で
は
な
い
。
こ
れ
以
外
に 

此
名
稱
が
用
a
ら
れ
た
論
文
は
寧
み
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
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办
最
初
の
出
版
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七
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年——

以
前
に
公
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さ
れ
た
社
會
生
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文
献
中
に
旣
に
屢
\
發
見
さ
^
る
。
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す
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現
今
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會
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す
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ゲ
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に
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つ
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ら
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會
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ド
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。
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